
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名
大学資源を活用した総合型地域スポーツクラブによる地域スポーツ振興
－NITTAIクラブによる小学生向けチーム活動と中学校地域部活動の展開－

事 業 概 要

日本体育大学の有するスポーツ資源を有機的複合的に活用し、都県教育委員会、区市教育委員会、区市総合型地域スポー
ツクラブ連絡協議会と連携・協力することで、地域課題を解決する持続可能なモデル事業を日体大が主体者として実施、
検証分析する。モデル事業の推進に当たっては、大学教員が理事となる学外組織としての一般社団法人NITTAIクラブを日
体大が設立し、大学と法人が連携協力しながら総合型地域スポーツクラブ(以下総合型クラブ)を基幹事業とするスポーツ
振興事業を展開する。

大学名 日本体育大学
令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

③大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

対 象 地 域 東京都(世田谷区近隣)・神奈川県（横浜市近隣)

課題①子供の体力低下・スポーツ機会の減少
世田谷区の小学生の体力は東京都平均より低い傾向にある。
（令和元年度東京都調査）

課題②学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行
中学校では土日の運動部の地域移行が進んでいない。

課題③中学校における土日地域部活動指導員の不足

■期待される事業結果・効果

■具体的なプログラム・活用する大学スポーツ資源

①子どもの運動習慣獲得と体力向上（KPI：体力合計点10%向上）
②中学校内総合型クラブ構築（KPI:１中学校でクラブ会員30名）
③地域部活動指導員育成・派遣(KPI:１中学校で3運動部を指導す
る学生指導者派遣3名）

１．総合型クラブ活動A（課題①）
種 目：フェンシング、少林寺、チアリーディング、ゴル

フ、陸上競技(走り方教室、障害者含む)
活 動：週1～2回、対象者：近隣小学生
場 所：日体大世田谷・横浜両キャンパススポーツ施設
資 源：学内６施設、学友会コーチ6名・学生複数名

スポーツマネジメント学部等
２．総合型クラブ活動B（課題②）

種 目：ラクロス
活 動：毎週土・日曜日、対象者：中学校生徒(近隣を含む)
場 所：東京都立桜修館中学校
資 源：学友会コーチ2名・学生複数名

３．中学校地域部活動指導員育成・派遣（課題③）
種 目：陸上競技、バドミントン、バスケットボール
活 動：毎週土・日曜日、対象者：桜修館中学校生徒
場 所：東京都立桜修館中学校、資 源：学友会学生2名

４．地域に向けたプロモーション活動
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